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4.3 機器の稼動状況 

実証池に設置した実証対象機器の稼動状況を表４－３に示す。実証対象機

器の稼動期間は、８月４日の１５時２０分から１２月８日の１１時５０分ま

でであった。 

８月の上旬から下旬にかけては、降雨が少なく、農業用水の取水量が多か

ったために著しく水位が下がり、実証対象機器が池の底に着いて傾き、吐出

ノズルが斜め下向きになった。さらに実証池の水位は下がり続け、ポンプが

空運転する恐れが生じたため９月１日に２号機を一時停止したが、９月７日

に２台ともに水深の深い中央部へ少し移動し、運転を再開した。 

また、９月中旬から下旬にかけてさらに水位が低下し再び同じ現象が見ら

れたため、９月３０日に吐出角度が水平になるように、フロートとの据付角

度を調整した。１０月に入るとまとまった降雨により水位は大きく回復し、

以降は特に大きな問題はなく稼動した。 

なお、２度にわたり吐出ノズル角度が下向きになった際に底泥の巻き上げ

が起こり、池岸の傾斜ブロックに巻き上げられた底泥の一部が沈降し付着し

ているのが確認された。 

 

表４－３ 実証対象機器の稼動状況 

7/28   実証試験開始 

8/04   実証対象機器運転開始 

8/16   【２号機】水位低下により着底し吐出ノズルが下向きになった 

8/30   【１号機】水位低下により着底し吐出ノズルが下向きになった 

9/01   【２号機】ポンプが空運転する恐れが生じたので運転を停止した 

  【１号機】吐出角度が水平になるように前方に移動した 
9/07 

  【２号機】吐出角度が水平になるように前方に移動し運転を再開した 

9/20   【１号機】水位低下により再び着底し吐出ノズルが下向きになった 

9/27   【２号機】水位低下により再び着底し吐出ノズルが下向きになった 

  【１号機】吐出ノズルを上向きに修正した 
9/30 

  【２号機】吐出ノズルを上向きに修正した 

10/11   数日間の降雨により実証池の水位が回復した 

10/25   【２号機】３本の吐出ノズルのうち中央の１本につまりが発生した 

10/26   【２号機】管内部の清掃により吐出ノズルは正常な状態に戻った 

12/08   実証対象機器運転停止 
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図４－１ 水位と実証対象機器の稼動状況 

 

 

 

 

図４－２ 水位低下時（8/30）の機器の状況（写真）（左：１号機、右：２号機） 

    （機器後部が池底に着底して傾き、吐出角度が下向きとなっている） 

図４－３ 池岸の状況（写真） 

（巻上げられた底泥がブロックに付着している） 
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4.4 監視項目 

 

（１）実証試験実施場所に関する監視項目 

① 監視項目 

実証試験期間における降水量、最高気温、最低気温を毎日監視する

とともに、参考データとして風向、風速、日照時間についても記録し

た。 

② 監視場所、監視方法等 

実証試験期間を通じて、実証試験実施場所から北約２ｋｍに所在す

る大阪府立食とみどりの総合技術センターにおいて、毎日の降水量、

最高気温、最低気温等を計測し、その結果を記録した。また、毎日の

平均風速、最大風速、日照時間などの気象データについては、実証試

験実施場所から西北西約９ｋｍに所在する堺アメダス観測所及び、南

南西約１２ｋｍに所在する河内長野アメダス観測所での観測データ

を収集、整理した。 

 

（２）流入・流出等に関する監視項目 

① 監視項目 

実証試験期間における水位の変化及び取水状況を監視した。また、

周辺住宅等からの流入水についても、実証試験期間中に１回、道路側

溝から対照池に流れ込む流入水の水質を測定した。 

② 監視場所、監視方法等 

実証試験期間を通じて、富田林市喜志土地改良区に実証池及び対照

池の取水状況の記録を依頼するとともに、現地調査を実施した際に水

位の変化を記録した。 

流入水の水質については、降雨時に主要な流入箇所において採取し、

分析した。なお、流入水の採取地点を図４－４に示す。 

 

（３）実証対象機器の性能に関する監視項目 

① 監視項目 

実証対象機器による曝気・撹拌効果を監視するため、溶存酸素、酸

化還元電位、ｐＨ、水温、電気伝導度を測定した。 

② 監視場所、監視方法等 

ａ）定点観測 

実証池の水抜き地点（岸から５ｍ先の桟橋の先端）及び対照池の水

抜き地点（岸から２ｍ先の桟橋の先端）において、定点観測を行った。
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（観測地点は図４－４参照） 

（ⅰ）定期調査 

マルチ水質モニターを用いて、水深 0.5m 毎に溶存酸素、酸化還

元電位、ｐＨ、水温、電気伝導度の測定を行う。測定は、２回／月

の頻度で、午前１０時～１２時の間に１回実施した。 

測定項目：溶存酸素、酸化還元電位、ｐH、水温、電気伝導度 
使用機器：マルチ水質モニター（YSI ナノテック社製 Model 600 

QS-08） 
測定日： 
[第１回目]  平成１７年 ８月 ２日（機器稼動前） 

[第２回目]  平成１７年 ８月 ８日 

[第３回目]  平成１７年 ８月１６日 

[第４回目]  平成１７年 ９月 ６日 

[第５回目]  平成１７年 ９月２７日 

[第６回目]  平成１７年１０月 ５日 

[第７回目]  平成１７年１０月１９日 

[第８回目]  平成１７年１１月 １日 

[第９回目]  平成１７年１１月２２日 

[第１０回目] 平成１７年１２月 １日 

[第１１回目] 平成１８年 １月１１日（フォローアップ調査） 

（ⅱ）週間調査 

機器立ち上げ時の水温及び溶存酸素の変化の状況を明らかにする

ため、機器稼動前後の連続した期間に、１時間毎の溶存酸素及び水

温の変化を、深さ方向２点（底から 0.1ｍ、1.0ｍ）で測定した。 

測定項目：溶存酸素、水温 
使用機器：ｐH メーター（堀場製Ｄ－５５） 
測定期間：平成１７年８月２日午後４時３０分～８月８日午後３

時３０分（計 6 日間） 
（ⅲ）日間調査 

 機器稼動前後の各 1日間において、1時間毎に水深 0.5m 毎の溶存

酸素等を測定した。 

測定項目：溶存酸素、酸化還元電位、ｐH、水温、電気伝導度 
使用機器：マルチ水質モニター（YSI ナノテック社製 Model 600 

QS-08） 
測定日： 
[第１回目] 平成１７年７月２８日午後１時～７月２９日午
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前１２時（実証対象機器稼動前） 

[第２回目] 平成１７年８月１０日午後１時～８月１１日午

前１２時（実証対象機器稼動後） 

 

ｂ）機器周辺における観測 

  実証対象機器（1 号機）の吐出軸方向（０度）を基準として、０

度及び岸と反対側に１５度と３０度の方向（計３方向）で、２ｍ、

５ｍ、１０ｍ、２０ｍ、３０ｍ、４０ｍ、５０ｍの距離の合計２１

地点のうち測定可能な地点において、水面（０ｍ）から深さ方向に

０．５ｍ毎に測定を行った。（観測地点は図４－４参照） 

（ⅰ）定期調査 

 ア）流速調査 

測定項目：流速 
使用機器：流速計（YSI ナノテック社製 ADV6600） 
測定日： 
[第１回目]  平成１７年 ８月１６日 

[第２回目]  平成１７年１０月 ５日 

[第３回目]  平成１７年１０月１９日 

[第４回目]  平成１７年１２月 １日 

 イ）溶存酸素調査 

測定項目：溶存酸素、酸化還元電位、ｐH、水温、電気伝導度 
使用機器：マルチ水質モニター（YSI ナノテック社製 Model 600 

QS-08） 
測定日： 
[第１回目]  平成１７年 ８月 ２日 （機器稼動前） 

[第２回目]  平成１７年 ８月 ８日 

[第３回目]  平成１７年１０月 ５日 

[第４回目]  平成１７年１２月 １日 
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図４－４ 定点観測および機器周辺における観測の観測地点 
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（４）現場測定機器の校正方法及び校正スケジュール 

 

表４－４ 校正方法及び校正スケジュール 

機器 校正方法 校正スケジュール

マルチ水質モニター 

（YSI ﾅﾉﾃｯｸ社製 

Model600QS-08） 

ｐＨ；ｐＨ７標準液による基準

校正 

溶存酸素；エアーキャリブレー

ション法 

酸化還元電位；Zobell 標準液 

電気伝導度；YSI 社校正液 

１ヶ月毎 

流速計 

（YSI社製 ADV6600） 

メーカー点検 レンタル時 
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4.5 水質影響実証項目 

実証池及び対照池において、以下の項目について実証試験を行った。 

 

実証項目：ＣＯＤ 

参考項目：溶解性ＣＯＤ、ＳＳ、透視度、ＢＯＤ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐ 

 

（１） 試料採取 

試料の採取にあたっては、実証池及び対照池について、以下の要領で行った。

また、試料採取位置は図４－５に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－５ 試料採取地点 

 

（実証池）  地点Ａ：気泡吐出部から、吐出軸方向に１０ｍ 

地点Ｂ：気泡吐出部から、吐出軸方向に５０ｍ 

地点Ｃ：池中央部 

（対照池） 地点Ｄ：池中央部 

 

表層：水面より 10cm 以内 

底層：管型採水器の最下部が池底より 20cm 
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① 試料採取方法 

a) 実証池 

[採取場所] 富田林市上之池（地点Ａ，Ｂ，Ｃ） 

[採取地点]  それぞれの地点において、表層及び底層の２箇所 

[採取方法] ポリ容器による直接採取(表層) 

人力による採水器具を使った方法(底層) 

[採取器具] 管型地下水採水器(内容量４００ｍＬ・全長５２０ｍｍ) 

[採取量] １地点につき３～４Ｌ（ＣＯＤのみの場合は１地点につき１

Ｌ） 

b) 対照池 

[採取場所] 富田林市摺鉢池（地点Ｄ） 

[採取地点]  表層及び底層の２箇所 

[採取方法] ポリ容器による直接採取(表層) 

人力による採水器具を使った方法(底層) 

[採取器具] 管型地下水採水器(内容量４００ｍＬ・全長５２０ｍｍ) 

[採取量] １地点につき３～４Ｌ（ＣＯＤのみの場合は１地点につき

１Ｌ） 

 

② 採取スケジュール 

ａ）ＣＯＤ、溶解性ＣＯＤ、ＳＳ、透視度 

試料採取については、８、９月はほぼ週 1 回、１０以降はほぼ月２回の

頻度で計１５回実施するものとし、日程は以下の通りとした。また、採水

時刻は原則として午前１０時３０分に地点Ａより開始し、Ｂ、Ｃ、Ｄの順

に行った。 

[第１回目] 平成１７年 ８月 ２日(火) （機器稼動前） 

[第２回目] 平成１７年 ８月 ９日(火) 

[第３回目] 平成１７年 ８月１６日(火) 

[第４回目] 平成１７年 ８月２３日(火) 

[第５回目] 平成１７年 ８月３０日(火) 

[第６回目] 平成１７年 ９月 ８日(木) 

[第７回目] 平成１７年 ９月１３日(火) 

[第８回目] 平成１７年 ９月２０日(火) 

[第９回目] 平成１７年 ９月２７日(火) 

[第１０回目] 平成１７年１０月 ５日(水) 

[第１１回目] 平成１７年１０月１９日(水) 

[第１２回目] 平成１７年１１月 １日(火) 




